
RESAS、V-RESAS
活用の目的

分析内容

青森県においてRESAS×金融データでアグリビジネス分野の稼ぐ力の向上のための施策を立案する。

⚫ 生産額や就業人口に占める割合が全国平均を上回っている。付加価値額や従業者数の割合は、県の全産業の約４分の１を占め、東北
６県で比較しても高い。青森県では「農業」が基幹産業の一つと言える。

⚫ 農業品目の中では、「畜産」の産出額が最も高く、そのうち「豚」が最も高い一方で、「肉用牛」が近年顕著に伸びている。
⚫ 2014年度と2016年度の人件費の増加率を比較すると、「肉用牛」34.8%、「養豚」23.8%、「鶏卵」24.1％、「ブロイラー」

20.9％であり、特に「肉用牛」において人材への投資が行われている。同様に付加価値額の増加率を比較すると、「肉用牛」92.2%、
「養豚」10.7%、「鶏卵」42.2％、「ブロイラー」35.8％であり、特に「肉用牛」において高付加価値化が図られている。

⚫ 「養豚」は近年、売上高、経常利益、付加価値額ともに増加傾向にあり、「ブロイラー」、「鶏卵」ともに、減価償却費、経常利益、
付加価値額が増加傾向にあることから、高収益体制の構築により事業規模が拡大している。

⚫ 売上高に占める付加価値額割合は、「ブロイラー」が全国平均より高いが、「肉用牛」、「養豚」、「鶏卵」は全国平均より低い。

課題

⚫ 【肉用牛】人手に依存した生産体制にあり、作業の負担軽減、効率化が必要である。また、生産物の高付加価値化が進みつつあるも、
全国平均より低く、改善が必要である。

⚫ 【養豚、鶏卵】高収益体制の構築により順調に事業が拡大している一方で、付加価値額の割合が全国平均より低く改善が必要である。
⚫ 【ブロイラー】高収益体制の構築により順調に事業が拡大しており、付加価値額の割合も全国平均より高い。生産物の競争力強化に

より更なる付加価値額の増加が見込まれる。

戦略・施策
⚫ AI・IoT・ロボット等の活用による作業の効率化や、畜産物の差別化を図る。
⚫ 付加価値の向上に取り組む事業者の皆様に、政府が実施している各種施策の活用のご提案・サポートを行う。
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取組結果
⚫ スマート農業ソリューションの提供を青森県にて機動的に展開するため、株式会社オプティムとともにスマート農業地域商社「株式

会社オプティムアグリ・みちのく」を2019年1月に設立し、現在2生産農家と連携（同社ソリューションメニューを提供）している。

施策アイデア

【出典】株式会社みちのく銀行「青森県のアグリビジネス
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青森県内事業所と全国事業所の財務分析の比較
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～「稼ぐ力」向上の取組みについて～

株式会社みちのく銀行

利用データ・メニュー

【地域経済循環】生産分析、【全産業】全産業の構造、稼ぐ力分析
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分析内容紹介



付加価値額に占める人件費割合、付加価値額に占める減価償却
費割合、売上高に占める付加価値額割合、それぞれを4つの畜産
品目別に全国と比較して分析することで課題を抽出した。

飲食料品卸売業、飲食料品小売業、食料品製造業、飲食店、宿
泊業、農業をアグリビジネス分野の業種と捉え、同業種の合計の
構成割合を東北６県と比較することで当該分野が基幹産業である
ことが分かった。

現状の把握、課題の特定

全産業の構造（付加価値額、従業者数）

【出典】株式会社みちのく銀行「青森県のアグリビジネス～「稼
ぐ力」向上の取組みについて～」

青森県内事業所と全国事業所の財務分析の比較

【出典】株式会社みちのく銀行「青森県のアグリビジネス～「稼ぐ力」向上の取
組みについて～」

⚫ 産業の構造、移輸出入収支額、影
響力・感応度分析、特化係数を分
析することで産業全体の活性化に
おいて農業が重要であることを把
握した。

⚫ 農業の中でも特に畜産では産出額
が高く、伸びていることから成長
が期待できると予測した。

⚫ 畜産に着目して財務分析を行い、
全国の事業者とも比較することで
経営課題を抽出した。
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戦略・施策の検討

データ分析によって抽出した経営課題の中で、作業の効率化や付加価値向上に資するソリューションメニューを検討し、提案した。

ソリューション
メニューの検討

2-1

⚫ データ分析によって抽出した経営課題を解決する
ソリューションメニューを検討した。
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ソリューションメニュー（AI・IoT等の活用） 政府の各種施策の活用
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